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６
月
16
日
（
水
）
午
後
１
時
よ
り
本
所
３
階
ホ
ー
ル
で
令
和
３
年
度
第
28
期
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
員
26
人
出
席
し
、
書
面
で
の
出
席
が
１
、
３
８
８
人
で
し
た
。
前

回
同
様
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
防
止
に
努
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
秋
間
地
区
の
中
島
秀

夫
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
議
事
が

進
行
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
号
議

案
か
ら
第
９
号
議
案
、
付
帯
決

議
ま
で
原
案
通
り
可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
表
彰
の
授
与
式
は
行
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
後
日
表
彰

状
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
方
は
次
の
通

り
に
な
り
ま
す
。（
敬
称
略
）

第
28
期 

通
常
総
会

原
案
通
り
可
決
承
認

▲組合長の挨拶

▲議長に選出された中島秀夫さん

【
組
合
員
表
彰
】

遠
間

　康
雄
（
東
部
支
所
管
内

　東
横
野
）

髙
橋

　弘
明
（
西
部
支
所
管
内

　西
横
野
）

【
永
年
勤
務
支
部
長
表
彰
】

10
年

竹
内

　佳
重
（
東
部
支
所
管
内

　磯

　部
）

春
原

　
　力
（
西
部
支
所
管
内

　松
井
田
）

5
年

斉
藤

　英
一
（
東
部
支
所
管
内

　安

　中
）

金
井

　新
一
（
東
部
支
所
管
内

　原

　市
）

真
下

　順
一
（
東
部
支
所
管
内

　原

　市
）

小
野

　哲
義
（
東
部
支
所
管
内

　東
横
野
）

𠮷
田

　
　勇
（
東
部
支
所
管
内

　秋

　間
）

　多
胡

　一
男（
東
部
支
所
管
内

　秋

　間
）

　小
島

　孝
一（
東
部
支
所
管
内

　秋

　間
）

　萩
原

　
　章（
西
部
支
所
管
内

　松
井
田
）

　【永
年
勤
続
役
職
員
表
彰
】

　35
年

　

 

須
藤

　光
秋

　
　
　
　

 

白
石

　正
博

　
　
　
　

 

笠
原

　啓
介

　
　
　
　

 

真
下

　清
美

　
　
　
　

 

原

　
　洋
之

　
　
　
　

 

吉
田

　義
弘

　30
年

　

 

上
原

　
　博

　
　
　
　

 

宮
下

　哲
也

　20
年

　

 

石
田

　𠮷
広

　　
営
農
課
は
、
６
月
11
日
（
金
）
営
農

課
会
議
室
で
プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
栽
培
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
西
部
農
業
事
務
所
普
及
指
導

課
の
関
口
景
子
技
師
よ
り
プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル

の
栽
培
に
つ
い
て
の
講
習
が
あ
り
ま
し
た
。

ほ
場
準
備
で
は
、
連
作
を
避
け
土
壌
診
断

を
行
う
こ
と
や
１
人
あ
た
り
６
０
０
株
の

栽
培
を
目
安
に
す
る
な
ど
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
定
植
後
の
管
理
で
は
、
防
虫
対

策
と
し
て
成
虫
の
飛
来
防
止
に
目
合
い
４

㎜
以
下
の
ネ
ッ
ト
を
ト
ン
ネ
ル
被
覆
す
る

こ
と
や
高
温
対
策
と
し
て
ダ
イ
オ
ネ
ッ
ト

１
８
０
㎝
幅
を
１
／
３
に
カ
ッ
ト
し
60
㎝

と
し
、
ト
ン
ネ
ル
上
部
に
か
け
て
地
温
低

下
を
図
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
の

栽
培
に
つ
い
て
学
ぶ

6
月
11
日

▲講習を受ける参加者の皆さん

　
秋
間
梅
選
果
場
が
５
月
26
日
（
水
）

か
ら
６
月
21
日
（
月
）
ま
で
稼
働
し
ま
し

た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
に
マ
ス
ク
着
用
の
上

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
設
置
し
、
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

梅
の
選
果
作
業

5
月
26
日
〜

6
月
21
日

▲選果作業 ▲選果される白加賀梅

　
Ｊ
Ａ
碓
氷
安
中
ナ
ス
部
は
、
６
月
15

日
（
火
）
本
所
集
荷
場
で
令
和
３
年
産

ナ
ス
出
荷
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、Ｊ
Ａ
担
当
者
か
ら
市
場
情
勢
や

取
扱
い
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

各
階
級
は
そ
れ
ぞ
れ
の
定
数
を
厳
守
す

る
こ
と
や
水
和
剤
で
病
害
虫
防
除
し
た

物
は
、
ナ
ス
が
白
く
汚
れ
る
の
で
、
荷
造

り
の
際
十
分
注
意
す
る
等
の
注
意
事
項

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
規
格
目
揃
え
を
行
い
ま
し
た
。

部
員
は
各
規
格
の
ナ
ス
を
手
に
取
り
、

出
荷
規
格
の
確
認
を
し
ま
し
た
。

ナ
ス
の

取
扱
い
の
確
認

6
月
15
日

▲会議に参加する部員

　
営
農
課
は
、
６
月
18
日
（
金
）
営
農

課
会
議
室
で
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
ロ
マ
ネ
ス

コ
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
西
部
農
業
事
務
所
普
及
指
導

課
の
関
口
景
子
技
師
よ
り
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
・
ロ
マ
ネ
ス
コ
の
品
種
や
育
苗
、
定

植
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
定
植
遅
れ

に
注
意
し
、
活
着
ま
で
か
ん
水
す
る
こ
と

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
全
農
ぐ
ん
ま
肥
料
農
薬
課
よ

り
病
害
虫
防
除
薬
剤
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
種
類
ご
と
の
使
用
量
や
使

用
時
期
、
回
数
、
処
理
方
法
の
確
認
を

し
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・

ロ
マ
ネ
ス
コ
栽
培
講
習
会

6
月
18
日

▲関口技師の説明を聞く参加者

6
月
16
日

令
和
3
年
6
月
30
日（
水
）

午
後
1
時
30
分
か
ら
本
所
で

開
か
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項

だ
よ
り

理
事
会

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
月
の
表
紙
は
、
J
A
碓
氷
安
中
カ

ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
集
荷
さ
れ

た
タ
マ
ネ
ギ
の
写
真
に
な
り
ま
す
。
　

撮
影
日
：
６
月
21
日

撮
影
場
所
：
安
中
市
磯
部
地
区

代
表
理
事
組
合
長

　

　須
藤

　幸
男
（
磯

　部
）

代
表
理
事
常
務

　
　

　佐
藤

　
　茂
（
学
識
経
験
）

常
務
理
事

　
　
　
　

　白
井

　仁
美
（
学
識
経
験
）

理
事

　
　
　
　
　
　

　土
屋

　玲
子
（
女
性
組
織
）

　萩
原

　寛
子
（
安

　中
）

　佐
藤

　
　薫
（
原

　市
）

　佐
藤

　古
白
（
東
横
野
）

　神
澤

　正
睛
（
碓

　東
）

　眞
砂

　幸
光
（
秋

　間
）

　戸
塚

　
　勉
（
後

　閑
）

　町
田

　和
男
（
松
井
田
）

　武
井

　正
夫
（
臼

　井
）

　佐
藤

　
　満
（
西
横
野
）

　藤
巻

　宣
弘
（
九
十
九
）

　金
井

　
　亮
（
細

　野
）

　伏
田

　再
子
（
細

　野
）

代
表
監
事

　須
藤

　邦
彦
（
安

　中
）

常
勤
監
事

　岡
田

　
　浩
（
学
識
経
験
）

監
事　上

原

　誠
一
（
坂

　本
）

　秋
山

　
　潔
（
員
外
監
事
）

①
令
和
３
年
度
第
１
・
四
半
期
実

績
検
討
に
つ
い
て

②
令
和
２
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

ジ
ャ
ー
誌
の
開
示
に
つ
い
て

③
余
裕
金
運
用
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

④
理
事
会
専
門
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

⑤
夏
季
一
時
金
に
つ
い
て

⑥
未
利
用
口
座
管
理
手
数
料
制

度
の
導
入
に
か
か
る
手
数
料

の
設
定
に
つ
い
て

⑦
負
担
金
及
び
寄
付
金
の
支
出
に

つ
い
て

新
役
員
紹
介
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り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
月
の
表
紙
は
、
J
A
碓
氷
安
中
カ

ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
集
荷
さ
れ

た
タ
マ
ネ
ギ
の
写
真
に
な
り
ま
す
。
　

撮
影
日
：
６
月
21
日

撮
影
場
所
：
安
中
市
磯
部
地
区

代
表
理
事
組
合
長

　

　須
藤

　幸
男
（
磯

　部
）

代
表
理
事
常
務

　
　

　佐
藤

　
　茂
（
学
識
経
験
）

常
務
理
事

　
　
　
　

　白
井

　仁
美
（
学
識
経
験
）

理
事

　
　
　
　
　
　

　土
屋

　玲
子
（
女
性
組
織
）

　萩
原

　寛
子
（
安

　中
）

　佐
藤

　
　薫
（
原

　市
）

　佐
藤

　古
白
（
東
横
野
）

　神
澤

　正
睛
（
碓

　東
）

　眞
砂

　幸
光
（
秋

　間
）

　戸
塚

　
　勉
（
後

　閑
）

　町
田

　和
男
（
松
井
田
）

　武
井

　正
夫
（
臼

　井
）

　佐
藤

　
　満
（
西
横
野
）

　藤
巻

　宣
弘
（
九
十
九
）

　金
井

　
　亮
（
細

　野
）

　伏
田

　再
子
（
細

　野
）

代
表
監
事

　須
藤

　邦
彦
（
安

　中
）

常
勤
監
事

　岡
田

　
　浩
（
学
識
経
験
）

監
事　上

原

　誠
一
（
坂

　本
）

　秋
山

　
　潔
（
員
外
監
事
）

①
令
和
３
年
度
第
１
・
四
半
期
実

績
検
討
に
つ
い
て

②
令
和
２
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

ジ
ャ
ー
誌
の
開
示
に
つ
い
て

③
余
裕
金
運
用
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

④
理
事
会
専
門
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

⑤
夏
季
一
時
金
に
つ
い
て

⑥
未
利
用
口
座
管
理
手
数
料
制

度
の
導
入
に
か
か
る
手
数
料

の
設
定
に
つ
い
て

⑦
負
担
金
及
び
寄
付
金
の
支
出
に

つ
い
て

新
役
員
紹
介
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西部農業事務所 Lets challenge!!7 月の農作業
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安
中
地
区

（敬称略）

JA USUIANNAKA INFORMATION お らせ知JA USUIANNAKA INFORMATIONお らせ知

TEL.027-382-1136◎お問い合わせ先

TEL.027-382-1136◎お問い合わせ先

玉ねぎ栽培講習会のお知らせ

令和3年

7月29日 本所3階ホール
午後1時30分より

ネギ夏季管理講習会のお知らせ

開催
日時

開催場所
および時間

西部支所2階会議室
午後1時30分より

開催場所
および時間

木

令和3年

7月30日開催
日時 金

旧福祉センター
（本所スタンド南側）
午後1時30分より

開催場所
および時間

令和3年

7月27日開催
日時 火



西部農業事務所 Lets challenge!!7 月の農作業

花
に
栄
養
を
与
え
ま
す

４
．
飾
る
場
所
に
注
意
す
る

　

花
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
よ
う
に
エ
チ
レ
ン
の
影
響
を
強
く
受
け

て
、
極
端
に
早
く
老
化
し
て
し
ま
う
も
の
が

あ
り
ま
す
（
表
１
）。
エ
チ
レ
ン
は
植
物
自

体
か
ら
も
発
生
し
ま
す
が
、
煙
草
や
線
香
の

煙
、
車
の
排
気
ガ
ス
な
ど
に
も
含
ま
れ
ま
す

の
で
、
エ
チ
レ
ン
に
弱
い
花
は
飾
る
場
所
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

強
い
日
差
し
の
当
た
る
場
所
や
、
高
温
乾

Let
,
s 

challenge!

燥
下
で
直
接
風
が
当
た
る
よ
う
な
場
所
も
、

花
に
と
っ
て
は
不
適
な
環
境
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、温
度
が
高
く
な
る
と
、

切
り
花
の
日
持
ち
が
短
く
な
り
が
ち
で
す
。

適
切
な
管
理
で
長
く
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

（
西
部
農
業
事
務
所　

普
及
指
導
課

　
　
　
　

園
芸
指
導
係　

石
川 

ひ
と
み
）

切
り
花
を
よ
り
長
く

楽
し
む
た
め
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
外
出
自
粛

の
長
期
化
な
ど
に
よ
り
、
日
々
の
生
活
に
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
る
な
か
で
、

生
活
に
安
ら
ぎ
や
華
や
か
さ
を
取
り
入
れ
よ

う
と
、
部
屋
に
花
を
飾
る
方
や
、
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
を
楽
し
む
方
も
い
る
よ
う
で
す
。

　

本
県
で
は
バ
ラ
や
洋
ラ
ン
、
キ
ク
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
花
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
県
内
各

地
の
農
産
物
直
売
所
や
道
の
駅
な
ど
で
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぐ
ん

ま
の
花
で
「
お
う
ち
時
間
」
に
彩
り
を
加
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
購
入
し
た
切
り
花
を
よ
り
長
く

楽
し
む
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◇
切
り
花
を
長
持
ち
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト

１
．
清
潔
な
花
瓶
、
水
を
使
う

　

花
瓶
の
内
側
や
生
け
水
が
汚
れ
て
い
る

と
、
細
菌
が
繁
殖
し
て
、
花
が
水
を
吸
う
管

（「
導
管
」
と
い
い
ま
す
）
を
詰
ま
ら
せ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
花
瓶
の
内
部
は
よ

く
洗
浄
し
、
清
潔
な
水
に
生
け
ま
し
ょ
う
。

　

花
瓶
に
生
け
る
前
に
、
下
葉
を
取
り
除
く

こ
と
も
重
要
で
す
。
下
葉
が
水
に
浸
か
っ
て

い
る
と
、
葉
か
ら
養
分
が
溶
け
出
し
て
、
細

菌
が
繁
殖
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

２
．
切
り
戻
し
を
行
う

　

切
り
花
の
収
穫
後
や
輸
送
の
際
、
切
り
口

が
水
か
ら
離
れ
る
時
間
が
長
く
な
る
と
、
気

泡
が
導
管
の
中
に
入
り
込
み
、
花
が
水
を
吸

う
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
茎
の
先
端
か
ら
１
～

２
ｃｍ
の
と
こ
ろ
を
切
り
落
と
し
て
か
ら
生
け

る
こ
と
で
、
花
が
水
を
吸
い
や
す
く
な
り
ま

す
。

３
．
鮮
度
保
持
剤
を
利
用
す
る

　

さ
ま
ざ
ま
な
鮮
度
保
持
剤
が
流
通
・
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。
通
常
は
１
週
間
程
度
で
し

お
れ
て
し
ま
う
花
で
も
、
鮮
度
保
持
剤
を
使

用
す
る
こ
と
で
、
鑑
賞
期
間
が
２
倍
程
度
伸

び
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
写
真
１
）。

  　

鮮
度
保
持
剤
に
使
用
さ
れ
る
主
な
成
分
は

次
の
三
つ
で
す
。

・「
界
面
活
性
剤
」
＝
水
の
表
面
張
力
を
低

下
さ
せ
、導
管
を
通
り
や
す
く
す
る
こ
と
で
、

水
揚
げ
を
よ
く
し
ま
す

・「
殺
菌
剤
・
抗
菌
剤
」
＝
雑
菌
の
繁
殖
を

抑
え
、
水
が
腐
る
の
を
防
ぎ
ま
す

・「
栄
養
剤
」
＝
糖
類
な
ど
を
主
成
分
と
し
、

▲写真１　アナベル（右は生け水 (水道水 ) に鮮度保持剤を添加）
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 KOHOSHI MEGUMI DOKUSHANO KOE読 者 の 声

〜
作
品
の
ご
紹
介
〜

細野　髙𣘺秀子さん 九十九　金井典子さん 九十九　金井恭子さん 松井田　神津定司さん

磯部　須貝耕治さん 秋間　多胡陽子さん

　
田
ん
ぼ
に
水
が
張
ら
れ
、
苗
が
植
わ
る
こ
の

時
期
が
好
き
で
す
。
水
面
に
映
る
景
色
が
好
き

で
す
。
妙
義
山
が
反
転
し
て
見
え
た
り
…

　
松
井
田
　
H
・
Y
さ
ん

　
綺
麗
な
水
に
映
る
景
色
は
美
し
い
で
す
ね
。

水
面
に
逆
さ
妙
義
が
映
る
の
で
す
ね
。

　
梅
雨
入
り
と
聞
い
て
も
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。

晴
れ
た
日
に
は
草
取
り
位
し
か
出
来
ま
せ
ん
が

健
康
の
た
め
に
な
ん
と
か
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　
坂
　
本
　
Y
・
Y
さ
ん

　
暑
い
日
が
続
く
と
、
熱
中
症
が
心
配
で
す
。
無

理
を
せ
ず
に
草
取
り
作
業
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
梅
雨
の
時
期
に
入
っ
て
、
雨
の
日
も
多
く
な
り

ま
し
た
。
畑
が
潤
っ
て
い
い
の
で
す
が
、
雑
草
も

バ
リ
バ
リ
伸
び
ま
す
。
私
の
よ
う
な
週
末
フ
ァ
ー

マ
ー
に
は
、
土
・
日
は
降
ら
な
い
で
と
天
気
予
報

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
で
も
雨
を
保
っ
て
い

る
田
畑
も
あ
り
ま
す
し
、
多
過
ぎ
れ
ば
洪
水
が
心

配
で
す
。

　
九
十
九
　
K
・
M
さ
ん

　
雨
が
降
り
す
ぎ
る
の
は
困
る
し
、
降
ら
な
す

ぎ
る
の
も
困
り
ま
す
ね
。
ち
ょ
う
ど
い
い
天
気

が
ず
っ
と
続
け
ば
い
い
の
に
と
思
い
ま
す
。

　
30
年
以
上
も
昔
、
娘
が
一
言
、「
大
人
に
な
っ

て
、
水
田
さ
ん
と
い
う
人
と
結
婚
し
た
ら
、『
水

田
ま
り
』
に
な
っ
ち
ゃ
う
」。
嘘
の
よ
う
な
話
で

す
が
、
本
当
の
話
。
面
白
く
て
大
笑
い
し
た
日

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
今
、
違
う
名
前
で
良
か
っ

た
〜
。

　
細
　
野
　
K
・
K
さ
ん

　
可
愛
ら
し
い
水
た
ま
り
の
思
い
出
で
す
ね
。

微
笑
ま
し
い
で
す
。

　
今
年
は
、
梅
雨
入
り
が
早
い
地
域
と
遅
い
地
域

あ
り
で
、
こ
う
し
た
気
候
が
作
物
に
ど
う
影
響
が

あ
る
の
か
心
配
な
所
で
す
。
自
然
相
手
の
作
物
作

り
は
大
変
で
す
ね
。
だ
か
ら
面
白
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

　
細
　
野
　
U
・
M
さ
ん

　
天
気
は
毎
年
、
毎
回
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
か
ら
大
変
で
す
ね
。

　
今
年
、
初
め
て
近
所
の
方
に
茄
子
苗
を
頂
い

て
育
て
て
み
ま
し
た
。
今
日
６
月
11
日
、
初
め

て
収
穫
を
し
ま
し
た
。
自
分
で
作
っ
た
の
は
、

格
別
で
す
ね
!!

安 

中
　
T
・
S
さ
ん

　
ナ
ス
の
収
穫
を
し
た
の
で
す
ね
。
自
分
で
作
っ

た
も
の
は
、
格
別
に
美
味
し
く
感
じ
ま
す
ね
。

　
早
苗
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
と
思
っ
た
ら
田

植
え
が
始
ま
り
、
田
ん
ぼ
が
次
々
と
緑
に
な
っ

て
来
ま
し
た
。
田
植
え
機
の
お
か
げ
で
田
植
え

も
ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
っ
た
様
で
す
。
皆
で
一
列

に
並
ん
で
何
日
も
か
け
て
田
植
え
を
し
て
い
た

頃
が
、
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
磯
　
部
　
T
・
O
さ
ん

　
田
ん
ぼ
が
次
々
に
緑
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た

ね
。
田
植
え
機
の
お
か
げ
で
楽
に
な
っ
た
と
聞

く
と
、
や
は
り
機
械
の
力
は
す
ご
い
の
だ
と
改

め
て
感
じ
ま
す
。

　
６
月
14
日
梅
雨
入
り
と
な
り
ま
し
た
。
蒸
し

暑
い
日
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
コ
ロ
ナ
に
負
け

な
い
よ
う
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
後
　
閑
　
T
・
K
さ
ん

　
梅
雨
に
入
っ
て
か
ら
蒸
し
暑
い
日
が
続
き
ま

す
が
、
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
こ
ま
め
に
水
分

補
給
を
す
る
な
ど
し
て
熱
中
症
対
策
を
す
る
の

が
大
事
な
時
期
に
な
っ
て
来
ま
し
た
ね
。

　
今
年
も
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
で
の
野
菜
苗
購
入
は

大
当
た
り
で
毎
朝
キ
ュ
ウ
リ
が
３
〜
４
本
と
れ

て
老
二
人
で
は
消
化
で
き
ま
せ
ん
。
又
、
毎
年

同
じ
く
買
っ
て
く
る
メ
ダ
カ
も
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ

で
す
。

　
松
井
田
　
K
・
T
さ
ん

　
毎
朝
キ
ュ
ウ
リ
が
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
る
の

で
す
ね
。
採
れ
た
て
を
食
べ
ら
れ
る
の
は
と
て

も
羨
ま
し
い
で
す
。

　
夏
野
菜
の
苗
を
植
え
終
わ
り
今
年
も
お
い
し

い
野
菜
が
で
き
る
の
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　
松
井
田
　
H
・
S
さ
ん

　
お
い
し
い
野
菜
が
で
き
た
ら
食
べ
る
の
が
楽

し
み
で
す
ね
。

●
玄
関
に
　も
う
来
な
い
で
ね
　カ
ブ
ト
虫

そ
っ
と
拾
っ
て
　立
ち
木
に
も
ど
す

（
安

　中

　鬼
形

　瑞
枝
さ
ん
）

●
水
た
ま
り
　皆
で
遊
び
し
　声
ひ
び
く

（
磯

　部

　萩
原

　長
夫
さ
ん
）

　
●
梅
雨
の
朝
　学
童
は
し
ゃ
ぐ
　水
溜
り

（
松
井
田

　神
津

　定
司
さ
ん
）　

●
庭
の
す
み
　蛙
よ
ろ
こ
び
　水
た
ま
り

（
九
十
九

　金
井

　典
子
さ
ん
）
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二重マスの文字を A～D の順に並べてできる言
葉は何でしょうか？

①仙人が食べているというもの
③学校を出て家まで帰ること
⑥年齢を数えるときに使う言葉
⑦ラジオから1970̶̶の曲が流れてきた
⑧この虫が作る繭から絹が取れます
⑩下から5桁目です
⑫ものは̶だ、まずやってみよう
⑭サーフィンやヨットを楽しめる場所
⑯「やれ打つな蝿（はえ）が手をすり足を
する」は小林̶̶の句です
⑱日本髪に挿す飾り
⑳ゆでたそうめんの水を切るときに使います
㉒親同士が兄弟姉妹です
㉓将棋に似た西洋のゲーム

①雨や日光を避けるために差します
②緑に黒のしまがある果実
③増（ぞう）の反対語
④ヤッホーと叫ぶとヤッホーと返します
⑤片目をパチンとつぶります
⑦キャッツアイとも呼ばれる宝石
⑨木材を薄く加工した物
⑪一つ目小僧とか小豆洗いとか。̶ ̶変化
⑬量より重視されることもあります
⑮爽やかな香りのするハーブ。ペ
パー̶̶
⑰つぼ焼きにするとおいしい貝
⑲漢字で書くと雑魚。取るに足りない
もののこと
㉑みんな出掛けている状態

※個人情報の取扱いについて：『めぐみ』に投稿・応募いただいた方の個人情報は、プレゼントの発送やお返事、誌面での紹介
に使用させていただきますのでご了承ください。また、これらの個人情報は前記の目的以外には使用せず、ご本人より事前に同
意をいただいた場合以外には一切開示いたしません。

A B C D

＆

〈水たまり〉

イラストやお便りも募集しています。皆
さまの身近にある楽しい話題や情報を
お待ちしています。官製ハガキでお申し
込みください。

郵便ハガキに①クイズの答え②郵便番
号③住所④氏名〈ふりがな〉⑤年齢⑥
電話番号⑦JA事業についてまたは広
報誌に対するご意見等をお書きの上、
〒379-0133 安中市原市634
JA碓氷安中総務課宛にお送りください。

応 募 方 法

↑

↑

タ テ の カ ギ

↑ ↑
ヨ コ の カ ギ

お楽しみプレゼント !

クロスワ
パズル

ード

6月号クイズの答え 　プレゼント当選者6月号クイズの答え 　プレゼント当選者

多胡　幸子さん
中島ふさ江さん
須賀　元江さん
田中　玲子さん
田島　　学さん
田中　啓子さん

（安　中）
（原　市）
（磯　部）
（碓　東）
（秋　間）
（後　閑）

島田　則子さん
佐藤　　忞さん
佐藤　千春さん
原田　重義さん
金井　義則さん
萩原　裕子さん
上原三根子さん

（松井田）
（臼　井）
（坂　本）
（西横野）
（西横野）
（九十九）
（細　野）〈応募数：53通〉

ミ
A

ズ
B

タ
C

マ
D

リ
E

俳
句
は
い
く

橡
の
会

応募締切7/25（当日消印有効）

クイズの正解者の中から
抽選で13名様に

エーコープ商品券
（1,000円分） が当たる！！

草
引
く
や
ほ
ろ
打
つ
雉
子
の
顔
赤
き

高
橋　

弘
子

今
年
ま
た
茄
子
苗
植
う
る
少
し
老
い

田
村
美
佐
江

初
摘
み
の
新
茶
と
ど
く
や
母
の
日
に

中
川　

幸
子

沿
道
に
波
う
つ
青
き
麦
畑

鍋
岡　

輝
子

涅
槃
像
誰
も
参
ら
ぬ
コ
ロ
ナ
禍
や

西
島
八
よ
子

ワ
ク
チ
ン
報
返
信
も
ま
だ
四
月
尽

野
口　

輝
雄

囀
の
ひ
と
き
は
弾
む
緑
の
日

半
田　

あ
い

ラ
ン
ド
セ
ル
背
中
に
な
じ
み
若
葉
風

水
野　

礼
子

薫
風
や
日
課
と
な
り
し
ス
ト
レ
ッ
チ

宮
崎　

安
子

夢
の
ご
と
夏
の
夜
空
に
宇
宙
船

秋
山　

美
子

めぐみ №341（令和3年7月号）ｰ 7 ｰ
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０
２
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８
２
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３
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編
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／
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務
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株
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会
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ジ
ェ
イ
エ
イ
プ
リ
テ
ッ
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●
Ｊ
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氷
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広
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誌
め
ぐ
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毎
月
10
日
発
行

/号月号

No.341

2021

7

JA
碓
氷
安
中

広
報
誌
め
ぐ
み

広
報
誌
め
ぐ
み

深
く
耕
し
て
お
き
ま
す
。
1
週
間
前

に
化
成
肥
料
（
N
P
K
各
成
分
10
%
）

1
0
0
g
と
完
熟
堆
肥
1
〜
2
kg
を
散

布
し
て
土
と
混
ぜ
（
図
1
）、
ベ
ッ
ド

幅
1
〜
1・2
m
と
し
、
高
さ
5
cm
程
度
の

平
畝
を
作
り
ま
す
。

［
種
ま
き
］
条
間
20
cm
、
深
さ
5
mm
程

度
の
浅
い
ま
き
溝
を
4
条
切
り
、
1
cm

間
隔
で
種
ま
き
し
ま
す
（
図
2
）。
好

光
性
種
子
の
た
め
、
覆
土
は
ご
く
薄
く

掛
け
ま
す
。
種
ま
き
後
、
十
分
に
灌
水

（
か
ん
す
い
）
し
、
発
芽
ま
で
乾
燥
さ

せ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
幼
苗
を
保
護
す

る
た
め
に
不
織
布
を
べ
た
掛
け
す
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。

［
間
引
き
・
追
肥
］
発
芽
後
、
本
葉

2
枚
ま
で
に
3
〜
4
cm
間
隔
に
間
引

き
、
株
元
に
軽
く
土
寄
せ
し
ま
す
。
こ

の
後
、
本
葉
5
〜
6
枚
の
頃
に
、
10
〜

15
cm
間
隔
に
間
引
き
、
1
平
方
m
当
た

り
化
成
肥
料
50
g
を
株
元
に
ば
ら
ま

き
、
土
寄
せ
し
ま
す
（
図
3
）。

［
収
穫
］
中
葉
種
の
株
立
ち
型
は
、

草
丈
が
25
〜
30
cm
程
度
に
な
っ
た
ら
、

葉
4
〜
5
枚
を
残
し
、
摘
み
取
り
収

穫
し
ま
す
。
以
後
、
伸
び
て
き
た
わ
き

芽
の
葉
を
2
枚
残
し
て
切
り
取
り
ま
す

（
図
4
︲
1
）。
株
張
り
型
と
大
葉
種
で

は
、
草
丈
が
20
〜
25
cm
程
度
に
育
っ
て

き
た
ら
、
株
ご
と
抜
き
取
る
か
、
株
元

か
ら
刈
り
取
っ
て
収
穫
し
ま
す
（
図
4

︲
2
）。
な
お
、
春
に
咲
く
黄
色
い
花

は
美
し
い
の
で
、
株
を
残
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基

準
に
記
事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

あなたもチャレンジ！

シ
ュ
ン
ギ
ク
の
生
育

適
温
は
15
〜
20
度
と
冷
涼
な
気
候
を

好
み
、
春
（
3
〜
6
月
）
と
秋
（
9

〜
11
月
）
が
栽
培
適
期
で
す
。
カ
ロ

テ
ン
の
含
量
が
多
く
、
ビ
タ
ミ
ン
C
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
分
な
ど
も
豊
富
で

す
。［品

種
］
シ
ュ
ン
ギ
ク
の
種
類
は
、

葉
の
大
き
さ
や
切
れ
込
み
方
に
よ

り
、
大
葉
種
、
中
葉
種
、
小
葉
種
に

大
別
さ
れ
ま
す
。
大
葉
種
は
葉
が
大

き
く
、
切
れ
込
み
は
浅
く
、
え
ぐ
味

が
少
な
く
、「
お
た
ふ
く
春
菊
」（
中

原
採
種
場
）、「
菊
之
助
」（
タ
キ
イ
種

苗
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
中
葉
種
は

切
れ
込
み
が
あ
り
香
り
が
強
い
品
種

で
、株
立
ち
型
で
は
、「
さ
と
ゆ
た
か
」

（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）、「
き

わ
め
中
葉
春
菊
」（
タ
キ

イ
種
苗
）
な
ど
、
株
張

り
型
で
は
、「
菊
次
郎
」

（
タ
キ
イ
種
苗
）
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］
種
ま

き
2
週
間
前
に
、
1
平

方
m
当
た
り
苦
土
石
灰

1
0
0
g
を
散
布
し
、

知 得得ココ ララムムつつ

シ
ュ
ン
ギ
ク　

　

収
穫
後
に
花
も
楽
し
も
う

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

我
が

　の風
景

町
我
が

　の風
景

町

今
月
の

　
青
々
と
し
た
稲
が
揺
れ
る
田

ん
ぼ
の
真
ん
中
に
鳥
が
巣
を
作

り
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
の
持
ち
主

の
須
藤
さ
ん
に
よ
る
と
、
巣
に

は
卵
が
５
個
産
み
付
け
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
親
鳥
が
そ
の
巣
の

周
り
を
守
る
よ
う
に
泳
い
で
い

ま
し
た
。

撮
影
日
：
６
月
25
日

撮
影
場
所
：
安
中
市
磯
部
地
区
　

　
　
　
　
　
須
藤
克
美
様
水
田
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